
「未来に伝える山形の宝」事業 

シンポジウム：南山形の民俗と高瀬助次郎を語る 

ア ン ケ ー ト 

次回企画の参考とさせていただきますので、本日の感想をお聞かせ下さい。 

該当する箇所を〇で囲んでください。 

 

１，あなたについて教えて下さい。（回答 35 人） 

☆ お住まいは   

ア 南山形地区内  29 人 

（黒沢 3、駅前 3、みはらしの丘 2、片谷地 3、谷柏 6、津金沢 2 

南山形住宅 3、蔵王第二 1、新南 1、その他 5） 

イ 南山形地区外   6 人 

 （桜田西 1、成沢 1、天童市 1、蔵王地区 2、その他 1） 

 

☆ 性 別 は   ア 男性 30 人   イ 女性 5 人 

         

☆ 年 齢 は ア･２０代 0 人  イ ３０代 0 人  ウ ４０代 0 人                 

エ ５０代 0 人  オ ６０代 8 人   カ 7０代  23 人 

キ 8０代以上 3 人 

           

 

２，本日の催しを何でお知りになりましたか。（回答複数） 

        ア 講演会チラシ    12 人 

イ 人から聞いて    3 人 

ウ  コミセンだより   19 人 

         エ ホームページ      1 人  

 オ 回覧              1 人 

 カ 山形新聞      1 人 

 キ コミセン職員    1 人                                       

  

3，内容の感想、ご要望等あれば何でもお書き下さい。（回答 25 人） 

・素晴らしい企画でした。私は生れが長谷堂です。長谷堂は関ヶ原合戦の話が多いのです。

やはり、百姓のことを全然知らなかったので大変楽しく話を聞けました。 

・良い内容でした。 

・高瀬助次郎さんが残してくれた南山形地区の民俗などの貴重な記録の一端を（背景など）

を理解することができた。お話しいただいた３氏の方々に感謝いたします。 

・これからも興味を持ち続けるようにしたいです。 

・（人のまとめ、皆の為になんだろう、何になるんだろう）人の為に真剣に考えてこらてた

立派な方と思いました。 



・南山形の歴史と高瀬様の勉強させていただき感謝と感動でした。来年も是非受講したい

と思います・ 

・観察力の鋭い人、今まで人となりを知らない郷土の宝、学校等の授業でも取り扱い、知

名度を広める工夫も必要でないか。 

・資金面は地域に何んらかの説明をすれば集まると思います。地区民は… 

・大変面白く拝聴いたしました。 

・大変参考になりました。 

・1977 年に助次郎さんにお聞きしたいこともあり訪問した事があり、「南山形年表」をい

ただきました。とても穏やかなおじいさんという感じでした。チラシを見て懐かしく思

い歴史にも関心があるので今回参加いたしました。素晴らしい方であったことを知り感

動しました。 

・地元の一農民ですが、助次郎さんをよく知っています。悪評もありましたが、今となっ

て大局を見ながら業績は素晴らしいものがあったことと思います。 

・本日のｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑにより高瀬助次郎氏は農民にありながら苦労しながら風俗や年中行事を

克明に記録をしながら自分みずから改革をまじえてみんなの為に考え無駄を省く対応等、

偉大な方である事の話を聞いて改めて感激した。改めて、南山形物語を読み返してみた

い。 

・名前は聞いて知っていたものの素晴らしいお話を聞くことができ本当に改めてお礼申し

あげたい。 

・村山民俗学の市村幸夫様のお話し、もう少し聞いていたい感じがしました。勉強になり

ました。楽しく参加させていだだきました。 

・自分たちの生活してきた時代が今日、昨日のような感じになりました。素晴らしい時代

に生きてきたと（大変な時代の移り変わり）講演を聴き思いました。土地改良工事の苦

労が想い出されました。 

・自身も土地改良事業に 46 年関わってきたところですが、武田理事長さんから高瀬さんの

存在、事業を初めてお聴きし、不勉強を恥じると共に、貴重なお話しに感動しました。

また、この土地に移住したことに一層の充実感を得ることができました。ありがとうご

ざいました。 

・凡を恐れた百姓…少し理解できるようになった。 

・百姓の生活実態、暮らし向き…大変だったのだなぁ、そんな生活の中で 1,000 年以上も

生きてきた。不思議なくらい。高瀬さん、百姓さんすごい！ 

・この土地に移り住んで 25 年目となりますが、当地区の歴史、民俗等に関する知識を知る

機会がなく、この度、初めてｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑに参加させていただきました。当地区にも地味で

はありますが、偉大な人物がいたことを新たに感じさせられました。これを機会にもっ

と地区のことを図書館などで勉強、知識を深めていきたいと思います。今日は本当にあ



りがとうございました。またの機会を楽しみにしています。 

・民俗伝統の継承が現時点で生活に追われている親達が子供達にどう考え伝えていくか？

それらを考える余裕があるのか？現役生活を終了した 60 才以上の人々が啓発を受けて

上記継承にどう力を尽くすか。パワーの集約をするには再教育が必要では？ 

・難しい話であったが、南山形の住人として歴史を聞くことができ大変良かった。文教地

区は歴史をもとに作られたか。 

・今年も 3回受講させていただきました。いろんな内容に関してありがとうございました。

今後も続けてもらいたいと思っています。南山形には高瀬助次郎さんがいたことを知っ

た。 

・時代の変化とともに忘れ去られる事柄を農民の立場からまとめあげ、後世に伝えた功績

は大きい。民俗文化は時間とともに消滅し、伝承者もいなくなるので、現在調査をして

いる佐藤晃先生の更なる活動を期待するとともに敬意を表する。「記録に残し伝える」同

感です。 

・高瀬助次郎さんを通して南山形地区の歴史について学ぶことができ、大変参考になりま

した。 

・昭和 46 年に我が家の系譜を書いていただきました。しかし、高瀬助次郎さんとはどのよ

うな方なのか解らずにおり、人物像を調べたい気持ちを持っておりました所、今回の講

座を企画いただき、高瀬助次郎さんの人物像を理解できました。誠にありがとうござい

ました。 

・大変楽しみにしていた講座でした。私達の身近かに自分を見つめ地域を見つめ自分（農

民）や地域をどう変えていくか、生きていくかを真剣に考え、実行してきた人がいたこ

とに感銘を受けた。私達は、これから南山形の一員としてさらなる生活の向上のために

少しでも努力していくことが大事でといくことを肝にめいじた。 

・地域を知る事は自分を知る事。地域を誇りに思うことは自分を誇りに思う事。そういう

意味でも高瀬助次郎さんの地域への思いと実行力には尊敬の一語。難しい問題もあるん

ですが第二版を是非期待します。 

 

                                             

                                               

 

－ ご協力ありがとうございました。― 


